
本書の著者，金児 昭氏は，
信越化学工業（株）顧問，日
本ＣＦＯ協会最高顧問，前金
融監督庁（元金融庁）顧問，
を務められている。実業界で
の経理・財務の勤務，経験を
生かして，数多くの著書を出
版されている点で著名である。
今般，経済産業省「経理・
財務サービススキルスタン
ダード」を活用した基礎を
しっかり勉強したい人のため
の必読書」として本書を刊行
された。タイトルの「頭書き」
に「日本型／世界に広がる」
と修辞してあり，それだけの
効果を狙って執筆された。
また，本来，「財務会計」と「経営会計」
とを一まとめにして出版されたい意図を持っ
ておられたと推測するが（過去の業績を勘案
して），今回，両者を切り分けて，しかし，
同時点で，１セットとして，しかも，取っつ
き易いように大判にして出版された。そこに，
本書出版にかかる並々ならぬ意欲を汲みとる
ことができる。
会計を「財務会計」と「経営会計」とを相
関連づけて取り扱うべきであるとする従来か
らの見解を貫かれている。両者の関係につい
ては，しばしばふれられているが，企業の業
務としての会計を把えた場合，「経理」と「財
務」とに分けられるとし，前者は財務諸表の
作り方・見方を見ていくものであり，それに
引続き，後者は業績・価値向上に関わる会計

としてみていくものと考えている。
「経理」と「財務」はこのように密接に関
連するものとし，重要度のウエイト（重み）
は著者の実体験から前者が２割，後者が８割
であるとしている。後者をより重要と考えて
いる。後者の具体的会計分野として，「法人
（所得）税」の会計，「経営簿記（インター
ナショナル）」の会計，「財務モデリング」に
よって構成されると考えている。このような
会計構想が，「世界『経理・財務』研究学会」
の研究課題となっているとする。
当該学会は，２０１１年１月１日に創立され，
行天豊雄氏や著者金児 昭氏など同じ見解を
共有する研究者達が，集合して，活動してい
る。モットーは「人間を幸せにする」ところ
にあり，「企業性善説」をもとに，日本中の
会社・店・個人企業の体験知識（ｅｍｐｉｒｉｃａｌ
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『世界と／または日本の（Ｗｏｒｌｄａｎｄ／ｏｒＪａｐａｎ）』〔経
理・財務〕（Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ＆Ｆｉｎａｎｃｅ）を発信する
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ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）を向上させることを基調として
いるわけである。
まず，「超やさしい財務会計」では，貸借
対照表，損益計算書，キャッシュフロー計算
書，株主資本等変動計算書（純資産の「残減
増残」）などの財務諸表の作り方や見方を見て
いる。そして，会社の売上，利益・キャッシュ，
純資産（資本），などの向上，すなわち，業
績と企業価値の向上に役立つため，会社の仕
事にどんなものがあり，どう取り組めばよい
か，また，実際にどう取り組んでいるかを簡
潔に述べている。
具体的に，「世界中のみんなが知りたい」「経
理・財務」歳時記を示すことにして，年度を
４月から始めるとした場合に，３ヶ月構成の
第１四半期から第４四半期までに区分し，そ
れぞれの四半期に組み込まれる各月を考え，
それぞれの月毎にどのような会計業務を行う
べきかを実務体験に即して記述している。
本著書の真骨頂とも言える集録部分である。
会社の実務家にとっては，非常に有益な部分
である。というのは，著者の２冊のセットに
なっている，「超やさしい財務会計」，「超や
さしい経営会計」のいずれにおいても，この
「経理・財務」歳時記を巻末に掲示している
からである。
前者の著書では，まず，「日本型『経理・

財務』」を明確に示しており，会社のしくみ，
仕事を説き，利益の算定を重視している。経
理・財務の部分では基本業務として，長期・
中期の経営計画，予算編成，原価計算，会社
法等法規範に基づく決算，フィージビリ
ティ・スタディ（事前詳細調査），証券業務，
資金，監査，業績評価などから成る。各業務
はＰＤＣ（計画，実行，反省）の検討の過程
を通っていく。
後者の著書では，経営会計を取扱っている。
普通「管理会計」と称されているが，本書で
は経営会計と呼び，「売り上げ，利益計画，

経営分析などを指し，数量，単価，金額をつ
かみ，業績の向上に役立つ会計」としている。
経営者や事業部門が売上・利益向上を目指す
際に，企業運営のために必要な会計である。
経理・財務部は，財務会計と並び経営会計を
事業部門とともに駆使して経営実行に参画し，
予算・実績経営をも通じて会社の売上・利益
向上目的に貢献していくことを説いている。
「販売・製造・研究に役立つ『経理・財務』」
を重視するが，経営で進展させる「前提条件」
の変化，たとえば，オイルショックによる石
油価格の急上昇，などを注視し，前提条件の
変化の際に，「経営・財務」の総合力を有す
るビジネスパーソンになる必要があると提言
している。ある程度の「知識と勘による経営」
から，与件変化を真剣に考えた上での「『数値・
係数』に基づく新しい経営」が望まれるとし
ている。
会社には，販売，製造，研究，企画，人事
等の諸部門があり，それぞれ事業経営的な働
きをしているが，この経営全体の中で，「経
理・財務部はごく一部」であり，しかし，「重
要な一部である」ことを忘れず，会社全体の
ことを考え支援していく機能を認識すること
が重要と説いている。
「経営評価→利益性向上→安全性配慮→成
長性達成」という流れで，「経理・財務部」
が「製造，販売，研究と一体となって収益
（利益）向上を目指す会社の本質に参加して
いく」のであり，この関連で「経営会計」を
叙述している。
全体を眺めて，一貫した編集方針の下，簡
潔に，しかも重要事項を忘れずに，読者側に
理解し易いように展開されているので，広く
愛読されていくであろう。
本著書２冊を読破することによって，経済
産業省経理・財務人材育成事業「経理・財務
スキル検定」の受験生にとって，基礎的部分
を理解する手助けになると思われる。
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